
1 

 

2021 年度 第 1 回運営推進会議  

2022 年 1 月 31 日（木） 

認知症対応型通所介護 

渋谷区かんなみの杜・渋谷 

4Ｆ会議室 

 

運営推進会議の趣旨 

 

 

Ⅰ．運営推進会議の目的 

1.事業所運営の透明性の確保 

 2.サービスの質の確保 

 3.事業所による「囲い込み」の防止 

 4.地域との連携の確保 

 

Ⅱ．地域密着型サービスの役割 

① 本人本位の支援 

② 継続的な支援 

③ 地域で暮らし続けることの支援 

④ 地域との支えあい等を理念とする地域密着型サービスは、入居者・利用者のより良い暮らし

を着眼点に本人と地域との関係を断ち切らない支援 

 

 上記の役割を担うため、事業所と地域との良好な関係を築き、事業所が提供するサービスが、住

民ニーズに即した価値のある地域資源として機能していく必要がある。利用者がどのような暮らし

を望み、これからサービスを利用するかもしれない住民が何を期待しているのかを知らなければな

らない。 

 運営推進会議は、事業所と地域との関係をつなぐ一つの手段であり、地域密着型サービスを‘事

業所と地域住民とが一緒に育てていくことを目的に行っていく。 

 

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、運営推進会議の開催は書面によるもの

とする。 
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３．認知症対応型通所介護 

● 8 月 1 日～1 月 31 日 までの状況 

新規利用者 契約終了者 在籍者 

1 名 ０名 2 名（男性 1 名・女性 1 名） 

 

※併設の特養で新型コロナウイルスの陽性者が出たことにより、利用を自粛される方がいらっし

ゃったことにより目標より下回る結果となった。また、新規のご利用者に関してもご紹介いただく

機会が現在なく経過している状況もあり新規ご利用者の獲得が必須と考えているが、現在は難しい

状況である。 

 感染症の予防を徹底し、ご利用者が安心して過ごせる環境を提供していくことに注力していく。 

 

●平均年齢と平均介護度 

平均年齢 平均介護度 

91.0 歳 4.0 

 

●認知症高齢者日常生活自立度 

自立度 Ⅰ Ⅱａ Ⅱｂ Ⅲａ Ⅲｂ Ⅳ М 

人数 ０ 0 1 0 0 0 1 

 

Ⅰ 「何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内および社会的にほぼ自立している状態」 

基本的には在宅で自立した生活が可能なレベルです。 

Ⅱ

ａ 

「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが家庭外で多少見られても、 

誰かが注意していれば自立できる状態」 

Ⅱ

ｂ 

「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが家庭内で見られるようになるが、

誰かが注意していれば自立できる状態」 

Ⅲ

ａ 

「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが主に日中を中心に見られ、 

介護を必要とする状態」 

Ⅲ

ｂ 

判断基準「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが夜間にも見られる 

ようになり、介護を必要とする状態」 

Ⅳ 「日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を 

必要とする状態」 

М 「著しい精神症状や周辺症状あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門医療を必要とする状態」 

●職員体制 

入職者・異動職員 退職者・異動職員 職員数 

入職者＝０名 

異動者＝０名 
なし 

4 名 

(管理者、兼務職員、運転職員含む) 

2021 年 12 月～管理者変更有り。 
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●事故・苦情の発生状況 

認知症対応型通所介護内での事故と苦情は発生していない。 

2021 年度の目標 

 事故防止や業務等の不具合を早期発見する視点を強化し課題等に気づき改善に取り組める。 

（車両事故、マンツーマン介助中の事故 0 件） 

 

● 教育・研修等 

介護職員向け 

「消防訓練」 

 （12 月実施） 

・東京消防庁、渋谷消防署、地域包括支援センターと連携して施設内

で火災が発生した時の対応を訓練した。 

・通報訓練、水消火器を使用しての初期消火訓練を実施して火災が発

生した時に対応できるようにした。 

・火災が発生した際にどこに本部を設置していくのかは今後の防災訓

練の際の課題となっていくと思われる。かんなみの杜独自のものを事

前に検討することとなった。 

 

 

 

 

●ご家族からの声など 

 内 容 

 

・併設施設の職員で新型コロナウイルスの陽性者が出たことの影響により通所

の利用を控えた利用者様がいた。その期間はご家族様が自宅での介護をせざる

を得ない状況になった。施設の中での感染症の状況をご家族様に詳しくご説明

を差し上げている。 

ご家族様としてはこの状況について大変憂慮されながらも「施設の方でもしっ

かりと感染対策をしていただいていることも理解していますし、父のことを思

うと通所を利用した方が本人の為にもいいと思っています。 

しかし、本人は基礎疾患もあるので、万が一のことを思うと決断できずにいま

す。施設の方はこのように詳しく伝えていただいていますし、逆に安心できま

す。また落ち着いてから利用をお願いしたいと思います。 

 

 


